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タチン - スタチン複合体の局所投与の効果を調査することである。 
 
２．研究方法 
7.5mg/mL ゼラチン水溶液に各濃度フルバスタチンを溶解し、フルバスタチン - ゼラチン複合体水
溶液を作製した。複合体溶液 1：空気 2 で混和し発泡させて、フリーズドライを行い、スポンジ状に




より 3mmの部位に直径 1.0 mm、深さ 1.0mmの円柱状の骨欠損を作製した。骨欠損部に複合体スポンジ
を挿入し閉創した。実験期間は術直後、術後 7、14、21日とした。放射線学的評価として実験動物用





SAMP6 において、術後 14、21 日において control、0.4nmol と比較し、0.1nmol、0.2nmol において有意
に骨形成量が増加し、SAMR1においても同様の傾向が認められた。組織学的観察では SAMP6、SAMR1共に骨
髄領域内に新生骨の形成が観察され control、0.4nmol と比較し 0.1nmol、0.2nmol において海綿骨領域に
海綿骨様構造の形成が多く観察された。SAMP6 と SAMR1 を比較すると、SAMR1 で骨形成量が有意に大きく、
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 結果の要旨       
 












損部にフルバスタチン - ゼラチン複合体を局所投与し、μCT における放射線学的評価と H-E 染色による
組織学的評価を行った。その結果、フルバスタチン - ゼラチン複合体局所投与により SAMP6 の骨形成を
促進することが明らかとなった。 
本審査委員会では 1）SAMP6 と SAMR1 の差について 2）免疫組織化学染色の有用性について 3）実験
デザインの明確化、4)フルバスタチン - ゼラチン複合体スポンジの詳細について 5)20 週齢という高齢のマ
ウスを使用した理由などについて質疑および討論が行われた。 
1)に関しては、SAMR1 が SAMP6 と比較し有意に新生骨量が大きいことが確認された。2)に関しては、
免疫組織化学染色の陽性細胞数に明らかな差を認めないため、論文から削除することとした。3) に関して
は、フルバスタチン - ゼラチン複合体溶液の pH は、フルバスタチンの濃度で若干変化があるが、pH=8
～9 の間であった。また、フルバスタチンの溶出速度はフルバスタチン - ゼラチン複合体の溶解速度に比
例することが知られており、本研究ではゼラチンを熱架橋で調整することにより、フルバスタチン - ゼラ
チン複合体が約 3 日間で溶解するように調整した。4)に関しては、過去の報告により SAMP6 は 15～20 週
齢で低回転型骨粗鬆症を発症することが知られているためである。などと概ね妥当な回答が得られた。ま
た、論文の構成や図表など改善の指摘があり、これらは後日すみやかに修正され再確認された。 
以上より、本研究で得られた結果は、今後の歯学の進歩、発展に寄与するところ大であり、学位授与に 
値するものと判定した。 
 
